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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期

第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 1,588,101 2,214,474 8,163,175

経常利益又は経常損失(△) (千円) △88,602 285,499 460,158

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △58,568 198,365 325,164

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 117,698 322,692 648,720

純資産額 (千円) 9,433,071 10,143,070 9,989,291

総資産額 (千円) 11,366,730 12,317,384 11,987,069

１株当たり四半期(当期)純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △7.08 23.87 39.18

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 83.0 82.3 83.3
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用

した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

また、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。)等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第１四半期連結累計期間と収益の

会計処理が異なることから、以下の経営成績に関する説明において増減額及び前年同四半期比(％)を記載せずに説明

しております。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

a　経営成績

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、世界経済の回復を背景に、ＩＴ(情報技術)関連需要の増加

や設備投資需要の回復を追い風に、景気は持ち直しの動きが続いているものの、その動きは緩やかであり、感染

力の強い変異株の流行、ワクチン接種の遅延懸念や半導体の供給不足の影響など、依然として予断を許さない状

況が続いております。

また、海外経済においては、ワクチン接種が進んでいる米国及び中国経済がけん引する形で回復基調にあるも

のの、国・地域により景気回復状況やワクチン接種の進展に格差があり、さらに世界的な半導体の供給不足の影

響により、先行きは不透明感が強いまま推移しております。

一方、当社グループが属する電気計測器業界においては、世界各国でのカーボンニュートラル実現に向けた取

り組み等により、自動車関連市場や半導体関連市場、また、５Ｇ(第５世代移動通信システム)関連市場など、グ

ローバルで需要の回復が進んでおります。

このような状況の中、当社グループは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、営業活動の制約を受け

たものの、グローバル需要を捉えるべく、重点市場である航空宇宙、電池、自動車のＣＡＳＥ(コネクテッド、自

動運転、シェアリング、電動化)、サーバー・ＩＣＴ(情報通信技術)関連市場へ顧客ニーズに合わせたソリュー

ション提案営業を積極的に展開し、感染拡大防止に対応したオンライン商談やＷｅｂを活用した販売促進活動等

を進めるなど売上拡大に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、米国、中国を中心に海外売上高が大きく伸長したことによ

り、22億１千４百万円(前年同四半期は15億８千８百万円)となりました。

損益面におきましては、営業利益２億６千３百万円(前年同四半期は１億１百万円の営業損失)、経常利益２億

８千５百万円(前年同四半期は８千８百万円の経常損失)、親会社株主に帰属する四半期純利益１億９千８百万円

(前年同四半期は５千８百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失)となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用により、当第１四半期連結累計期間の売上高は３千万円、営業利益は３百万

円それぞれ減少しております。また、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 
当社グループは、電気計測器等の製造、販売を行っているものであり、セグメントは単一であります。したが

いまして、セグメントごとに経営成績の状況は開示しておりません。　

　

なお、当社グループにおける営業品目の製品群別売上の概況は、次のとおりであります。
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《電子計測器群》

電子計測器群では、航空機器用電子機器の測定器に動きがありました。また、安全関連試験機器は、ＥＶ(電気

自動車)用バッテリの耐電圧・絶縁試験抵抗試験器として電池関連市場向けに大きく伸長いたしました。

以上の結果、売上高は５億５千８百万円(前年同四半期は２億８千９百万円)となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用により、当第１四半期連結累計期間の売上高は４百万円減少しております。

　

《電源機器群》

電源機器群では、直流電源は、宇宙産業市場、次世代自動車関連市場、半導体関連市場及び５Ｇ関連市場への

評価試験や製造設備用として大きく伸長いたしました。交流電源は、車載関連市場、ＩＣＴ関連市場やエネル

ギー関連市場への評価試験や製造設備用として大きく伸長いたしました。電子負荷装置は、半導体関連市場及び

ＩＣＴ関連市場への評価試験用として好調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は15億７千５百万円(前年同四半期は12億３千６百万円)となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用により、当第１四半期連結累計期間の売上高は２千５百万円減少しておりま

す。

 
《修理・校正サービス等》

修理・校正サービス等につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により停滞していた製品の修

理・校正サービス等の売上が回復してまいりました。

以上の結果、売上高は８千万円(前年同四半期は６千２百万円)となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用による当第１四半期連結累計期間の売上高の減少は軽微であります。

また、「修理・校正サービス等」は従来、「サービス・部品等」と記載しておりましたが、名称を変更してお

ります。

　

上記に含まれる海外市場の売上の概況は以下のとおりであります。

　

《海外市場》

米国では、宇宙産業市場への直流電源に動きがありました。また、グリーンエネルギー政策により需要が拡大

しているエネルギー関連市場への交流電源及び設備投資が好調な半導体関連市場やＩＣＴ関連市場への電子負荷

装置が大きく伸長いたしました。

欧州では、全般的に動きがあり、特にパワー半導体関連市場への直流電源や車載関連市場への電子負荷装置が

好調に推移いたしました。

アジアにおいては、中国では、自動車のＥＶ化が加速する中、電池関連市場への安全関連試験機器並びに旺盛

なインフラ需要による５Ｇ関連市場や半導体関連市場への直流電源がそれぞれ大きく伸長いたしました。一方、

韓国では、次世代自動車関連市場への交流電源及び電子負荷装置が好調に推移し、東南アジアでは、ＩＣＴ関連

市場への交流電源や電子負荷装置が好調に推移いたしました。

以上の結果、海外売上高は11億５千万円(前年同四半期は５億８千５百万円)となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用により、当第１四半期連結累計期間の売上高は３百万円減少しております。

　

b　財政状態

当第１四半期連結会計期間における総資産は、受取手形及び売掛金等の売上債権の回収等により減少したもの

の、商品及び製品、原材料及び仕掛品の増加等による棚卸資産の増加並びに投資有価証券の期末時価の上昇によ

る増加等により、前連結会計年度末に比べ３億３千万円増加し、123億１千７百万円となりました。

負債は、未払法人税等の納税並びに賞与及び役員賞与の支給等による賞与引当金及び役員賞与引当金が減少し

たものの、支払手形及び買掛金の増加並びに投資有価証券の期末時価の上昇による繰延税金負債の増加等によ

り、前連結会計年度末に比べ１億７千６百万円増加し、21億７千４百万円となりました。

純資産は、配当の実施により剰余金が減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上及び投資有

価証券の期末時価の上昇によるその他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比べ１億５千３

百万円増加し、101億４千３百万円となりました。
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(2) 会計上の見積もり及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載については重要な変更はありません。なお、新

型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りにつきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸

表　注記事項（追加情報）」に記載のとおりであります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等(会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項)については、当第１四半期連結累計期間において変更ありません。

 
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億８千万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、販売実績の変動はありますが、その状況につきましては、「２．経営者に

よる財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1) 財政状態及び経営成績の状況」に記載の通り

であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年８月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,900,000 9,900,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 9,900,000 9,900,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年６月30日 － 9,900,000 － 2,201,250 － 1,936,250
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2021年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2021年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－ －
普通株式 1,590,400

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,307,000 83,070 －

単元未満株式 普通株式 2,600 － －

発行済株式総数 9,900,000 － －

総株主の議決権 － 83,070 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2021年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
菊水電子工業株式会社

神奈川県横浜市都筑区
東山田１－１－３

1,590,400 － 1,590,400 16.06

計 － 1,590,400 － 1,590,400 16.06
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2021年４月１日から2021年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,164,500 3,163,112

  受取手形及び売掛金 1,664,176 －

  受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,350,137

  電子記録債権 372,425 552,695

  商品及び製品 567,579 678,634

  仕掛品 465,703 553,894

  原材料及び貯蔵品 706,863 819,421

  その他 78,387 104,088

  流動資産合計 7,019,636 7,221,984

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 592,433 576,513

   土地 1,454,495 1,454,495

   その他（純額） 413,645 403,270

   有形固定資産合計 2,460,574 2,434,279

  無形固定資産 118,878 109,503

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,558,898 1,707,266

   その他 831,096 846,365

   貸倒引当金 △2,015 △2,015

   投資その他の資産合計 2,387,979 2,551,616

  固定資産合計 4,967,433 5,095,399

 資産合計 11,987,069 12,317,384

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 549,979 835,213

  未払法人税等 235,155 105,131

  賞与引当金 183,837 82,637

  役員賞与引当金 22,000 －

  製品保証引当金 7,662 7,756

  その他 441,213 542,082

  流動負債合計 1,439,848 1,572,820

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 494 －

  退職給付に係る負債 158,175 155,596

  その他 399,260 445,896

  固定負債合計 557,929 601,493

 負債合計 1,997,778 2,174,313
 

 

EDINET提出書類

菊水電子工業株式会社(E02004)

四半期報告書

 9/20



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,201,250 2,201,250

  資本剰余金 2,768,158 2,768,158

  利益剰余金 5,209,370 5,238,823

  自己株式 △789,051 △789,051

  株主資本合計 9,389,727 9,419,180

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 542,951 658,622

  為替換算調整勘定 44,575 52,535

  退職給付に係る調整累計額 12,037 12,732

  その他の包括利益累計額合計 599,564 723,890

 純資産合計 9,989,291 10,143,070

負債純資産合計 11,987,069 12,317,384
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 1,588,101 2,214,474

売上原価 765,557 1,056,564

売上総利益 822,544 1,157,910

販売費及び一般管理費 924,176 894,560

営業利益又は営業損失（△） △101,632 263,349

営業外収益   

 受取利息 663 859

 受取配当金 19,635 23,941

 その他 3,652 6,872

 営業外収益合計 23,950 31,672

営業外費用   

 支払利息 645 681

 売上割引 4,268 －

 為替差損 4,816 8,151

 その他 1,191 690

 営業外費用合計 10,921 9,523

経常利益又は経常損失（△） △88,602 285,499

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△88,602 285,499

法人税等 △30,034 87,133

四半期純利益又は四半期純損失（△） △58,568 198,365

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△58,568 198,365
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △58,568 198,365

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 176,243 115,671

 為替換算調整勘定 △2,546 7,960

 退職給付に係る調整額 2,570 694

 その他の包括利益合計 176,267 124,326

四半期包括利益 117,698 322,692

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 117,698 322,692

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 (収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによる主な変更点は

以下のとおりであります。

(1) 変動対価

販売金額に基づくリベートや売上割引等について、従来、支払の可能性が高いと判断された時点で販売費及

び一般管理費又は営業外費用として処理する方法によっておりましたが、取引の対価の変動部分の額を過去の

実績等に基づき合理的に見積り、著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り売上高から控除する方法に

変更しております。

(2) 一定の期間にわたり充足される履行義務

一部の特注品の販売について、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には、工事

進行基準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合に

は、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法

に変更しております。また、契約の初期段階において、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることが

できない場合には、当該契約の初期段階に収益を認識しない方法によっております。

 
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は30,561千円、販売費及び一般管理費は27,355千円、営業利益は

3,206千円それぞれ減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ844千円増加しております。ま

た、利益剰余金の当期首残高は2,722千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示する

ことといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」 (企業会計

基準第12号　2020年３月31日) 第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧

客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 
 (時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。)

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企

業会計基準第10号　2019年７月４日)第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 

当第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

税金費用の計算

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

（追加情報）

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて

新型コロナウイルス感染症の世界規模での拡大は、経済や企業活動に広範な影響を与える事象であり、当感染

症の収束時期やその影響の程度を合理的に予測することは困難なことから、当社グループでは新型コロナウイル

ス感染症の感染状況やワクチン接種の進捗状況等外部の情報源に基づく分析等を踏まえて、今後、当連結会計年

度中は当該影響が継続し、その後緩やかに回復するとの仮定のもと、繰延税金資産の回収可能性等にかかる会計

上の見積りを行っており、前連結会計年度末の仮定について、重要な変更は行っておりません。

なお、新型コロナウイルス感染症の脅威は、国内外によるワクチン接種の進捗状況や変異株の感染拡大懸念に

より先行きの不確実性が高く、今後、事態が長期化した場合、世界的な経済活動の停滞に伴い売上高が減少する

等、前提とした条件や仮定に変化が生じた場合には、将来の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があり

ます。
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
 前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日

 至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日

 至 2021年６月30日)

減価償却費 64,178千円 62,105千円
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（株主資本等関係）

　

前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

 

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 190,321 23 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

       該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動に関する事項

        株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

 

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 166,190 20 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

       該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動に関する事項

        株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

（セグメント情報等）

当社グループは、電気計測器等の製造、販売を行っているものであり、セグメントは単一であるため、記載を省略

しております。

 

（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 
（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年６月30日）

当社グループは、電気計測器等の製造、販売を行っており、セグメントは単一であります。当社グループの売上高

は全て顧客との契約から生じたものであります。

なお、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとおりであります。

 
(1) 製品及びサービスごとの分解情報

 
    (単位：千円)

 電子計測器 電源機器
修理・校正
サービス等

合計

一時点で履行義務が充足する財
又はサービス

558,674 1,575,220 80,407 2,214,303

一定の期間にわたり履行義務が
充足する財又はサービス

－ － 171 171

顧客との契約から生じる収益 558,674 1,575,220 80,579 2,214,474

外部顧客への売上高 558,674 1,575,220 80,579 2,214,474

 

 
(2) 地域ごとの分解情報

 
      (単位：千円)

 日本 北米 中国
その他
アジア

ヨーロッパ
その他の
地域

合計

一時点で履行義
務が充足する財
又はサービス

1,063,685 164,531 538,732 340,216 100,982 6,153 2,214,303

一定の期間にわ
たり履行義務が
充足する財又は
サービス

171 － － － － － 171

顧客との契約か
ら生じる収益

1,063,857 164,531 538,732 340,216 100,982 6,153 2,214,474

外部顧客への売
上高

1,063,857 164,531 538,732 340,216 100,982 6,153 2,214,474

 

 

EDINET提出書類

菊水電子工業株式会社(E02004)

四半期報告書

16/20



 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失(△) △7円08銭 23円87銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△58,568 198,365

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△58,568 198,365

普通株式の期中平均株式数(株) 8,274,847 8,309,507
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

・譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分

　当社は、2021年６月29日開催の取締役会の決議に基づき、2021年７月14日に譲渡制限付株式報酬として自己株式

の処分(以下「本自己株式処分」という。)を実施いたしました。

１　処分の概要

(1)処分期日 2021年７月14日

(2)処分する株式の種類及び総数 当社普通株式　29,555株

(3)処分価格 １株につき954円

(4)処分総額 28,195,470円

(5)処分先及びその人数並びに処分株式の数
当社取締役(社外取締役を除く。)
７名　29,555株

(6)その他
本自己株式処分については、金融商品取引法による
有価証券通知書を提出しております。

 

 

２　処分の目的及び理由

　当社は、2019年５月14日開催の取締役会において、取締役(社外取締役を除く。以下「対象取締役」とい

う。)に対して当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様との一層の

価値共有を進めることを目的として、新たな報酬制度として、譲渡制限付株式報酬制度(以下「本制度」とい

う。)を導入することを決議いたしました。なお、2019年６月27日開催の第68回定時株主総会において、本制度

に基づき対象取締役に譲渡制限付株式を付与するための金銭報酬債権を総額で年48百万円以内で支給すること

及び譲渡制限付株式の譲渡制限期間を30年間と定める事につき、ご承認をいただいております。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年８月５日

菊水電子工業株式会社

取締役会  御中

　

 EY新日本有限責任監査法人

東　京　事　務　所
 

　
 指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴   木     博　　貴 ㊞

 

　
 指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢   定     俊　　博 ㊞

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菊水電子工業株

式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2021年４月１日から2021年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菊水電子工業株式会社及び連結子会社の2021年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注)１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告
書提出会社)が別途保管しております。

   ２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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